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大阪モノレールのバリアフリー化計画 

～全駅オストメイト対応～ 

～全駅乗降用段差解消スロープの設置～ 

～交通バリアフリー研修の実施～  

大阪高速鉄道株式会社  

大阪モノレール（大阪高速鉄道㈱）では、「人にやさしい鉄道」を実現し、お

客様に、より安心・快適にご利用いただけるよう、施設・車両のバリアフリー

化に取り組んでいます。その整備計画の一つとして、各駅の身体障害者用トイ

レをオストメイト対応とするなど多機能化を進めています。また、彩都線延伸

（平成 19 年 3 月 19 日開業予定）による新駅（豊川駅・彩都西駅）では、ホー

ムと車両床面との段差を縮小することにより、乗降用スロープを用いることな

く乗降が可能となるようにいたしました。さらに、全乗降口での段差解消対応

を図るために、乗降用段差解消スロープを既設の全駅ホームに設置いたします。 

 また、来る 1 月 22 日(月)、23 日（火）、25 日（木）には、「交通バリアフリ

ー研修｣を千里中央駅で実施いたします。この研修は、ハンディキャップのある

方のサポート方法を擬似体験することにより、交通バリアフリーに対する理解

や認識を深めるための社内研修として実施するもので、施設面でのバリアフリ

ー化とあわせて、高齢者や身体障害者の方にとって、やさしいサポートができ

る駅づくりを目指していきます。 

大阪モノレールでは今後も、車いすやベビーカーをご使用の方や小さいお子

さま連れの方、お年寄りの方をはじめとする全てのお客様に、より安心・快適

にご利用いただけるようバリアフリー化を進めてまいります。 

 

記 

 

１．大阪モノレールのバリアフリー化計画 

【駅関係】 

  ①全駅にオストメイト対応設備を導入した多機能トイレの設置 

    計画：順次 ～H19 年夏 設置完了予定 

現在、多機能トイレは、千里中央駅・南茨木駅で設置しています。今後、オストメ



イト対応設備や多目的シート（折りたたみ式）を備えた多機能化を行い、全駅に多機

能トイレを設置いたします。 

②乗降用段差解消スロープの完全設置 

計画：順次 H18 年度 公園東口・阪大病院前 

   H19 年度 本線全駅 

豊川駅・彩都西駅の、ホームと車両床面の段差 

縮小による全乗降口の段差解消対応に併せ、現在 

既設駅の一番前と一番後ろの乗降口に設置してい 

るスロープ（常設型）を、全駅の全乗降口に順次 

設置します。これにより大阪モノレールをご利用 

の際は、全ての乗降口から安全・安心して乗り降りしていただけるようになります。 

③駅舎内盲導鈴の音色改良 

計画：順次 ～H19 年度 改良完了予定 

     目の不自由な方のために、全駅に誘導ブロック・点字案内板と併せて盲導鈴を設置

しています。この盲導鈴のうちホーム階での音色を交通バリアフリー法のガイドライ

ンに示されている“鳥の鳴き声（ホオジロとウグイス）”に改良いたします。 

【車両関係】 

①車両内立席ポスト～スタンションポール（握り棒）～の設置 

計画：順次設置予定（全車両） 

     現行の車両に設置しております“つり革・手すり”に加え、ロングシート中央部分

にも、新たに手すり(スタンションポール)を設置します。お年寄りの方をはじめ座席

をご利用のお客様にとって、これまでより楽に立ち上がることができます。 

  ②車いすスペースの設置 

計画：順次設置予定（全編成） 

車いすでのお客様に便利なよう、先頭車両の運転席側（４両編成のうち２両に一ヶ

所ずつ）に車いすスペースを設置してまいります。 

③扉開閉予告装置及び盲導鈴の導入 

  計画：順次設置予定（全車両） 

   出入口上部に開閉方向を示す表示灯及び案内チャイムを設置するとともに、扉位置

を知らせる盲導鈴を設置してまいります。 

 

２．大阪モノレールの｢交通バリアフリー研修｣ 

  ① 実施日 ：平成１９年１月２２日（月）  いずれも   

２３日（火）   １４：００～１６：００   
                ２５日（木）         （雨天決行）    

  ② 実施場所：千里中央駅 

  ③ 参加者 ：大阪モノレール フロアアテンダントをはじめとした駅係員 

  ④ 実施内容：車いす介助・擬似体験 

         視覚障害者介助・擬似体験（アイマスク使用） 

         聴覚障害者介助・擬似体験（耳栓使用） 

         高齢者介助・擬似体験（擬似体験セット使用） 

 



３．ご参考 

 別 紙① 大阪モノレール バリアフリーモデル（千里中央駅）駅と今後の展開スケジュール 

 別 紙② 大阪モノレール バリアフリーモデル車両（２０００系） 

 別 紙③ 大阪モノレール バリアフリー設備一覧（平成１８年１２月末現在） 

 

４．会社の概況 

① 所 在 地  豊中市新千里東町１丁目１番５号 

② 代 表 者  取締役社長 早 川 克 典 

③ 資 本 金  145 億 3800 万円 

④ 営業区間（キロ程）等 

   営業区間 本 線 大 阪 空 港～門 真 市 間 （２１．２km） 

        彩都線 万博記念公園～阪大病院前 間 （ ２．６km） 

                           計（２３．８km） 

  延伸区間 彩都線 阪大病院前～彩 都 西 間 （ ４．２km） 

※ 平成１９年３月１９日開業予定 

 

５．路線図 

 

 

 以上 
 

【ニュースリリース配付先】 大阪府政記者会、青灯クラブ、沿線市関連記者クラブ（豊中記者

クラブ、吹田記者クラブ、高槻記者クラブ、枚方記者クラブ） 



別紙①

ご利用内容
設置状況
(千里中央駅）

展開スケジュール
（現在の設置状況は
別紙③参照）

昇
降
設
備

エレベーター
エスカレーター

地上階から、コンコース階、プラットホーム階へは、エレベーターやエスカ
レーターで上がることができます。

設置済 全駅設置済

目の不自由な方のために、盲導鈴・誘導ブロックや点字案内板を設置して
います。

設置済
H19年度全駅
設置完了予定

車いすの方でもスムーズにご利用いただけるよう、料金投入口や釣銭取
出口などの高さに配慮した構造にしています。
また、点字テープを貼付した点字券売機も全駅に設置します。

設置済 順次、設置台数拡大

車いすの方や、盲導犬、介助犬及び聴導犬をお連れのお客様がスムーズ
に改集札機をご利用いただけるよう、幅広の改集札機を設置しています。

設置済 全駅設置済

多機能トイレ
車いすの方でも不便なくご利用できるよう、スぺースに配慮した身体障害
者用トイレを常設しています。多機能トイレとして、オストメイト対応設備や
多目的シート（折りたたみ式）も備え付けています。

設置済
H19年夏全駅
設置完了予定

ベビーチェア
着替え用ボード

ベビーチェアを男性・女性トイレ共に設置しています。
お子様のパンツなどの履かせ直し用の着替え用ボードを、女性トイレに設
置しています。

設置済
H19年夏全駅
設置完了予定

音声案内装置 トイレの位置をお知らせする、音声案内装置を設置しています。 設置済
H19年夏全駅
設置完了予定

⇒券売機 　　　　　　　　　　　　　　　　⇒自動改集札機 ⇒乗降用スロープ

H19年度設置完了予定
※現行は、一番前と一番後ろの乗降口に
のみ、設置

大阪モノレール　バリアフリーモデル（千里中央）駅と今後の展開スケジュール

設備名

盲導鈴
誘導ブロック
点字案内板

券売機

自動改集札機

ト
イ
レ

乗降用
段差解消スロープ

全ての乗降口（ホームと車両の間）に乗降用スロープ（常設型）を設置しま
す。車いすやベビーカーをご利用の方はもちろん、旅行用キャリーバック
をお持ちのお客様にも安全に乗り降りしていただく事ができます。

 
千里中央駅

地上階

コンコース階

プラットホーム階

 



別紙② 

大阪モノレール バリアフリーモデル車両（２０００系） 

•ÝŒvƒRƒ“ƒZƒvƒg 

２０００系車両は、「省エネルギー、省メンテナンス」を掲げて2001年 12月に運用を開始しました。今回、彩都線延伸にあわせ

て「人にやさしいバリアフリー車両」をコンセプトに５編成を増備いたしました。車両モデルデザインに準拠したユニバーサルデ

ザインを採用し、バリアフリー対策を積極的に取り入れています。 

ƒ C ƒ “ ƒ eƒ Š ƒ A 

車内は、明るい化粧板に蛍光灯を連続配置、新設計の灯具により室内の照度アップを図りました。座席は片側 10 人掛けの

“古代紫”色のロングシートで構成し、床は“石目調” のダークグレーを採用して品良く落着きのある空間に仕上げています。 
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車いすスペース 

 車いすでのお客様に便利なよう

先頭車に 1 箇所ずつ設けていま

す。緊急時に運転士又は指令所と

連絡がとれる非常通報器を車いす

の方でも利用しやすい位置に設置

しています。（１４編成設置。順次、

全編成設置予定） 

扉開閉予告装置 

 出入口上部に扉の開閉をドアチャイ

ムと連動して点滅する赤色灯によりお

知らせします。また、盲導鈴により扉

位置をお知らせします。（７編成設置。

順次、全編成設置予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立席のお客様の安全性向上、座

席への移動、立ち座りが楽にでき

るようつかまり易いスタンションポ

ールを出入口及びシート中央部に

設置しています。（順次、全車両設

置予定） 

立席ポスト（握り棒） 

～スタンションポール～
<マップ式> 

<LED 式> 

ドアレール段差縮小 

 車いすのお客様やベビーカの乗

り降りをスムースにするため、出入

口ドアレールの出っ張りを最小限

に縮小しています。（順次、全編成

設置予定） 

車内案内表示（ﾏｯﾌﾟ、LED） 

 出入口上部（１両あたり２ヶ所）にマ

ップ及び LED の文字情報により次停

車駅、乗り換え案内、緊急時等の情

報を表示します。（１４編成設置。順

次、全編成設置予定） 


